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第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会

第１４分科会

職場復帰に向けた調整のための

効果的なアセスメントの方法

○古野 素子（障害者職業総合センター職業センター 主任障害者職業カウンセラー）
森田 愛 （障害者職業総合センター職業センター 障害者職業カウンセラー）



○技法開発のためのプログラムを実施

ジョブデザイン・サポート
プログラム （JDSP)

気分障害等による休職者に対して職場への
再適応を支援する職場復帰支援プログラム

障害者職業総合センター職業センターとは

地域障害者職業センター

障害者職業総合センター（幕張）
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地域の
職業リハビリ
テーションに
関連する
関係機関
・
人材

発達障害、精神障害、高次脳
機能障害の方々や事業主等
に対しより良い支援を提供
するために、職業リハビリ
テーション技法の開発、
改良、普及を行っている
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１ はじめに

●今回は以下について中間報告を行う

・現在の課題点やニーズの整理

・今後の方向性（支援ツールの改良等）

令和６年度の取組

●職場復帰や職場再適応に向けた課題や目標等

に関して

休職者・事業主・主治医の間における共通認識

を形成するための効果的なアセスメントの

実施方法を検討する
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2 背景

本報告での「職場復帰支援」

＝職業リハビリテーション機関で実施している三者

合意の形成を図ったうえで行う支援のことを指す

課題や目標
共通認識を
持つことが
重要

休職者 事業主 主治医

職場復帰のコーディネート（三者合意の形成）

リワーク支援・JDSP

職場復帰・フォローアップの実施

●アセスメントの実施方法…体系的に整理されていない



5

第３２回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３ 課題点やニーズの整理

●職場復帰に向けて課題や目標等を整理するために、
休職者・事業主・主治医から情報収集する上で難しさ
を感じることがあるといった回答が多かった
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図１ 情報収集する上で難しさを感じることの有無（n=48）
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表１ 具体的な難しさや苦慮していることの例（抜粋）

休職者
とのと
調整

情報収集・整理の難しさ
・最初の頃の相談時に本音や事情、経緯
など話されない、自己開示されない
・本人の話だけでは事実が把握しづらい

認識の不一致
・対象者が認識している状態や課題認識、
不調に至った原因の認識が事業所や
主治医と異なる

動機づけ
・事業所からリワーク支援を勧められたが
本人は支援を受けることに消極的

事業主
との
調整

事業所内の情報共有・
情報収集への協力依頼

・人事／本人直属の上司／産業保健スタッ
フ／産業医等、それぞれ対象者に求める
復職の条件や考えが異なることがある

目標設定（期待との調整）
・事業所の休職者への要求が高い、性格や
特性変容を求める場合

主治医
との
調整

主治医との情報共有・
協力の得方

・主治医が多忙、診察時間が短く考えを
聞きづらい

その他
リワーク担当カウンセ
ラーの不安

・どのような情報を収集するといいのか
整理できていなかったり、場当たり的な
対応になってしまうことがある 6
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表２ 職場復帰支援を担当する者にとって参考になること
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職場復帰にむけた調整において参考になる工夫点・留意点

・支援計画を立てるための情報収集・情報共有の方法や工夫

・コーディネートの手順や考え方、実施にあたっての工夫

・休職者本人や事業主に対する説明の工夫

・休職者本人に対するリワーク支援への動機付けの工夫

・事業主との復帰に向けた調整の工夫・留意点

●職場復帰支援を担当している障害者職業カウンセラー
及びリワークカウンセラー（31名）に対してグループ
ヒアリングを実施 （R6.５～６月)

これらの意見をふまえて、職場復帰に向けた情報を
整理・共有等に活用してきた支援ツールを改良
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４ 支援ツールの改良にあたって
の検討・ポイント

（１）支援計画を立てるための情報収集・共有の方法や

工夫

・休職者が自分で自律的に考えたり、選択や判断
をして、職場復帰に向けた行動（アクション）を

進めていけるよう「主体性」を支援する

・そのために必要な情報を収集し、整理すること

ができるよう、休職者本人が事業主や主治医
に自分の状況や考え、不明点等を「聞く」「伝え
る」ことができるよう支援する

POINT!



第３２回職業リハビリテーション研究・実践発表会

●情報共有シート
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●事業主や主治医への情報共有のための各種シート

作成へのお願い（協力依頼のための説明文）

□主治医向け□対象者向け

10
□事業主向け…情報共有シートに記載
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（２）支援方針の検討のためのアセスメントの工夫

●ケースフォーミュレーションの試行

POINT!

支援者の
・情報整理に
・振り返りに
・所内で、あるい
はDr等に助言
を得る際に
役立つツール
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●ケースフォーミュレーションシート
再休職予防を考える視点から「環境」と「個人」の要因に
分けて 情報を整理し、今後の支援方針検討に活用

環境…職場や家族、医療機関や社会資源の状況等

個人…認知面・身体面・本人の見立て、支援者の見立て等
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５ 今後の方向性

●JDSPにおいて実践を重ねて検証

あわせて、活用事例や地域センターにおいて応用さ

れた取組など好事例を収集

●R７.３

実践報告書

発行予定

職場復帰に向けた調整のための

・効果的なアセスメントの実施

方法

・工夫点や留意事項

…等取りまとめ予定

少しでも、皆さんに使ってみてもらえる
支援のヒント、手がかりになれば幸いです！


